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保証書
この保証書は、本書記載内容で無料修理を行うことをお約束するものです。 I持込修理 I
伸縮式ACサーキュレーター 品番 RFA18CM 

＊お客様お名前 様

＊こ住所 〒 ＊電話番号（ ） 

保証期間 ＊取扱販売店名，住所，電話番号

＊お買上げ日 年 月 日から

本体………………1年間

＊印欄に記入のない場合は無効となりますから必すこ確認ください。

お買上げの日から上記保証期間中に、取扱説明書、本体ラベルその他の注意書きに従った正常な使用状態で

故障した場合には、本書記載内容にもとづき、お買上げの販売店が無料修理いたしますので、商品と本保証

書をこ持参こ提示のうえ、お買上げの販売店にこ依頼ください。

l.保証期間内でも次のような場合には有料修理となります。
イ使用上の誤り、または改造や不当な修理による故障または損傷。

ロお買上げ後の落下、引っ越し、輸送等による故障または損傷。

ハ． 火災・地震 ・水害 ・ 落雷 • その他の天災地変ならびに公害や異常電圧その他の外部要因による故障

または損傷。

二．業務用としての使用、車両 ・船舶への搭載等一般家庭用以外に使用された場合の故障または損傷。

ホ本書の提示がない場合。

へ．本書にお買上げ年月日、お客様名、販売店名の記入がない場合、あるいは字句を書き換えられた場合。

ト消耗部品の交換
仕様変更 ｝等

2.保証期間内でも商品を修理窓口へ送付された場合の送料や、出張修理を行った場合の出張料は、お客様
のこ負担となります。

3.こ転居の場合は事前にお買上げの販売店にこ相談ください。
4.こ贈答品等で本書に記入してあるお買上げの販売店に修理をこ依頼になれない場合には、下記の
「お客様相談室」にお問い合わせください。

5 本書は日本国内においてのみ有効です。 Effective only in Japan. 
6.本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保存してください。

戸•この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。 従ってこの

保証書によって保証書を発行している者（保証責任者）およびそれ以外の事業者に対するお客様の法律

上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理等についてこ不明の場合は、お買

上げの販売店または株式会社ヤマダホールディングス「お客様相談室」にお問い合わせください。

●保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくは、 l8ページの「修理サービスに
ついて」の項をこ覧ください。

株式会社ヤマダホールディングス

【お害様相談室】 TEL 0120-258-260（無料）
〒370-084l 群馬県高崎市栄町1番l号

受付け時間：午前10時～午後7時（元日のみ休日） Y11 

取扱説明書

伸縮式ACサーキュレーター

品番 RFA18CM

お買上げまことにありがとうこざいます。

●この「取扱説明書（保証書付）」をよくお読み

のうえ正しくお使いください。

お読みになったあとは、いつでも取り出せる

ところに大切に保管してください。

特に1~4ページの「安全上のこ注意」を必す

お読みください。

●この商品を使用できるのは日本国内のみで、

国外では使用できません。

This appliance is designed fo『domestic
use in Japan only and cannot be used in 

any othe『country.

RI/¥IR 
一般家庭用
（業務用としては使用しないでください）

I保証書付（裏表紙） 1

もくじ ページ

邑9,四四凸、一
安全上のこ注意………… 1~4

各部のなまえ………………… 5~6

設置する• •…… …• • • •…….....……• 7 

藍 かた

使いかた…....……......… •• 8~10

●運転を開始／停止する…………8

●首振り運転をする ………………9

●上下の風向きを調節する ………9

●高さを調節する・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10

長くこ愛用いただくために

お手入れと収納のしかた …… 11~14

故障かな？と思ったら………… 15

仕様．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 16

点検 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 16

長期使用製品安全表示制度に基づく

本体表示について ………………… 17

修理サービスについて ………… 18

保証書 ….......……......……..裏表紙
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色記号の表示を省略しています。

包装箱に表示している品番の（ ）内の

記号が色記号です。



安全上のこ注意（必すお守りください） 3ページヘつづく

ここに示した注意事項は、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止するための、

安全に関する重要な内容ですので、必すお守りください。その表示と意味は、次のように

なっています。

●この表示を無視して、誤った使いかたをしたときに生じる内容を、 2つに区分しています。

△警告 1人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容。

△注意 I人が傷害を負う可能性および物的損害のみの発生が想定される内容。

●本文中の絵表示の意味です。

お使いになる前に

〇釦、してはいけない
〇—般的な禁止©分解禁止 R接触禁止

「禁止」の内容です。 ®悶認使用•®水ぬれ禁止®ぬれ手禁止禁止

◎ Rは、必す実行していただ＜
◎紅行う e電源プラグを抜く

「強制」の内容です。
強制

r 

△・ 寧言牛にコ

ヽ

。電源コード・電源プラグは乱暴に取り扱 。子供や不慣れなかただけで使用させた
わない り、子供の手の届くところで使用しない、
電源コードまたは、電源プラグを傷つける、加工す 保管しない
る、熱器具に近づける、無理に曲げる、ねじる、引っ 感電・けがの原因となります。
張る、はさみ込む破損させる、重いものをのせる、
束ねて使用する、ステップルや釘などで固定する、

①絶対に改造、分解をしない
などをしない。

改造はしない。また、修理技術者以外の人は、
感電・ショートによる発火の原因となります。修 分解禁止 分解したり修理をしない。
理はお買上げの販売店または株式会社ヤマダ
ホールディングス 「お客様相談室」にこ相談くだ 火災・感電•けがの原因となります。 修理はお買

さい。 上げの販売店または株式会社ヤマダホールディ
ングス「お客様相談室」にこ相談ください。

。電源コード・電源プラグが傷んだり、熱 。持ち運び時、収納時に電源コードを引っ
くなったときやコンセントのさし込みが 張ったり、製品を引きすらない
ゆるいときは使用しない 電源コードが断線してショート・感電・火災や畳、

感電 ・ ショート • 発火の原因となります。 床面などに傷をつける原因となります。

。ガードやすき間にピンや針金などの金 。本製品専用の部品以外使用しない
属物、異物を入れない けが故障の原因となります。
感電• けが・故障・破損の原因となります。

。スプレニ醤蒙醤嘉盈、？つけたり、 。直射日光の当たる場所や発熱器具の近
スプレ くに置かない
火災・爆発の原因となります。 樹脂部分が溶けて発煙•発火・火災の原因となり

ます。

。羽根・ガードを取り付けすに運転したり、 。ハンドルやスライドバイプを持って振り
高さ調節ボタンを押さない 回さない
けが故障の原因となります。 破損・1プがの原因となります。

。風を体に直接当てない R浴室など高温多湿の場所や水のかかる場
非常に強力な風を発生しますので、急速に体の 所では使用しない、保管しない
熱を奪い、体調悪化や健康障害の原因となりま 水場での使用• 絶縁劣化による感電 ・漏電火災 ・事故の原因と
す。特に、ちいさなお子様やお年寄りには気をつ 閑闘祉なります。
けてください。

。風をストーブなどの燃焼器具に向けて R本体に水や油をつけたり、水をかけたり、
使用しない 丸洗いをしない
不完全燃焼や炎の飛散により、一酸化中毒 ・故 水ぬれ禁止 感電ショート発火故障の原因となります。
障・火災の原因となります。

◎組み立てるときは羽根キャップ、後ガー ◎ガードを取り外す前に、運転の停止と電
ド止めをしっかりと締める 源プラグをコンセントから抜いているこ
部品が外れ、けがの原因となります。 とを確認する

けが感電発火・火災・故障の原因となります。

◎お子様のいたすらに注意する
倒したり、上にのったりしてけが・感電・やけど・
故障のおそれがあります。

ヽ ノ

△・] 攀巨号 牛にコ

ヽ

。異常・故障時には、ただちに使用を中止する

使用を続けると、発煙•発火 ・火災 ・ 感電 ・ けがのおそれがあります。
く異常・故障例＞
●本体が変形したり、異常に熱い。
●電源コードや電源プラグが変形・変色・損傷している。
●電源コードの一部・電源プラグ・モータ一部・操作部がいつもより熱い。
●電源コードや電源プラグを動かすと通電したり、しなかったりする。
●異常なにおいや音、振動がする。
●ピリピリと電気を感じる。
●ボタンを押しても動かない。
●羽根の回転が異常に遅いまたは、不規則になる。
※お買上げの販売店または株式会社ヤマダホールディングス「お客様相談室」に点検、修理を依頼してください。

。コードを突っ張った嬬で麟しない o mコードにベースや重いものをのせない
コードが断線してショート・感電・火災の原因と 電源コードが断線してショート ・感電・火災の
なります。 原因となります。

0 "1お交流l□OVのコンセントを使用 e使用時以外は、電源プラグをコンセント
する から抜く
他の器具と併用すると分岐コンセント部が異常 霞ブラグを けがやけど絶縁劣化による感電漏電火災
発熱して、発火・火災・感電の原因となります。 抜く の原因となります。

◎製品の組み立ておよびお手入れは取扱 Rぬれた手で本体を操作したり、電源プラ
説明書通り行う グを抜きさししない
部品が外れ、けがの原因となります。 ぬれ手禁止 ショート・感電・けがの原因となります。

ノ
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安全上のこ注意（必すお守りください）

お使いになる前に

△・ 攀巨号 牛にコ
ヽ

◎電源プラグは清潔にする 。包装用ポリ袋は子供の手の届かない場

電源プラグの刃および刃の取付面にホコリが付 所に保管する

着している場合は、乾いた布で拭きとってくださ 誤って顔にかぶったり、巻きついたりして窒患し、
い。発煙 • 発火 · 火災の原因となります。 死亡の原因となります。

◎電源プラグはコンセントの根元までしつ e 組み立て•お手入れ・持ち運び・収納の
かりさし込む 際は、必す遍転を停止し、電源プラグを

さし込みが不完全な場合、発煙•発火 ・ 火災 ・ 感 コンセントから抜く

電・ショートの原因となります。 電源抜プラくグを 不意に動作してけがをしたり、感電• 発火 ・ 火
災・故障の原因となります。

ノ

r 

△注意
ヽ

。羽根に貼ってあるラベルは絶対にはが 。業務用として使用しない
さない 本製品は家庭用として設計・製造されています。
事故防止のために法律で定められた表示です。 業務用としての使用は、絶対しないでください。

けが発火の原因となります。

。ガードを布・袋などで覆ったり、風の流 。カーテンなどの障害物の周辺や不安定
れをさえぎるようなものの周囲で使用し な場所では使用しない
ない 不安定な場所や首振りを妨げる障害物があると
過熱により故障の原因となります。 転倒し、羽根破損 • けがの原因となります。

。テレピ・ラジオ・補聴器などの近くで使 。本体の上に腰掛けたり、のったり、寄り
わない かかったりしない

電波障害の原因となります。 けが、故障の原因となります。

。破損した羽根・ガードは使わない 。ガードに髪や衣類などを近づけない
けがの原因となります。 髪などが巻き込まれ、けがをするおそれがあり

ます。

。本体に強い衝撃をあたえない 。動植物に直接風を当てない
故障・火災・感電の原因となります。 害を与えるおそれがあります。

゜掃除用・整髪用・殺虫剤などのスプレー 。左右風向き調節は、無理に手で回して行
を吹きつけない わない

変質・破損などによりけがや事故の原因となり けが故障の原因となります。
ます。

。組み立てるとき、お手入れするときは 。羽根、ガードなどに強い衝撃を与えたり
モーター軸を目や顔に近づけない 操作ポタンを強く押したり、操作部に

けがの原因となります。 のったりしない
破損・故障の原因となります。

ノ

r 

△注意
ヽ

〇攣宝寄諜誼匹
ん類は使用しない

印刷内容が消えたり、製品の変質や劣化による
故障・破損・ 1プがや事故の原因となる場合があ
ります。お手入れはぬるま湯か台所用中性洗剤
などを使用してください。

※洗剤の種類によっては、台所用中性洗剤でも
プラスチック（樹脂）に使用できないものが
ありますので、洗剤の注意書きをよくこ確認
のうえこ使用ください。プラスチック（樹脂）
に使用可能な洗剤でも、洗剤分が残っている
と、化学作用によりプラスチック（樹脂）を侵
し、破損してけがや事故の原因となる場合が
ありますので、お手入れ後洗剤分が残らない
ょうしっかり拭き取ってください。

O t：：，芯翌芯＇、粉の多いところ
●火気の近くやガスレンジなど炎の近く
●屋外や雨•水しぷきのかかるところ
•高温 (40℃以上）・低温 (5℃以下）・多湿に
なるところ
•キッチンや工場などの油・油煙が発生するとこ
ろ
●灯油・ガソリン・シンナー・ベンジン・塗料など
の引火性のものや引火性ガスがあるところ
●直射日光など、強い紫外線の当たるところ
●油や薬品を使用するところ
感電・ショート・火災や爆発のおそれがあります。
また、事故や故障の原因となります。
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゜〇←房器具などの吹出口の前で使用しな (S) 農~I;器農用芦戻芯―gg:はi;
発火の原因となります。 たりしない

接触禁止

R召―ドの中や可動部へ指などを入れな ◎ ？竺ごで言竺亡竺尺

接触禁止
けがをする原因となります。とくに子供には注意 障の原因となります。
してください。

〇黙中は高さ調節・上下風向き調節をし コンセントの周りは清潔にする
絶縁劣化による感電・漏電火災・けがの原因と

けが故障の原因となります。 ◎ なります。

〇出l,芯雲雪ぎ品霊
販売店または株式会社ヤマダホール

ディングス「お客様相談室」にこ相談く
ださい。

◎悶零謳霜寸けるときは、

市販の保護ネットは、たるみがあるとガードに
吸い込まれ、羽根の破損・けがの原因となります。

◎合篇蹂鸞動が発生した場合は、e記、ラ甜均翡‘塁髭霜
羽根やガードが外れたり、落下によりけがの原
因となります。

電源ブラグを
き抜く

抜く 感電ショート発火・火災の原因となります。
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各部のなまえ
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羽根ラベル
※はがさないでください。

（注意喚起のために法律で
定められた表示です ） 

前ガード
●取り外しかたは、

12ページ参照

み←一高さ調節ボタン (4カ所）

直
後ガード
●取り外しかたは、 12ページ参照

後ガード
●右記参照

モータ一部

-―スライドバイプ 三

お
使
い
に
な
る
前
に

0
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•印刷部はアルコールで拭かないでください。印刷が消えるおそれがあります。

o
O
 

電源コード

l 

電源プラグ

交流100Vのコンセントをこ使用ください。
使用後は、必す電源プラグをコンセントから
抜いてください。

首振りポタン
電源切ポタン ●押すたびに、左右の首振り運転を

●押すと、運転を停止します。

L 
開始・停止します。

¥ 0.̀ •一・エ/
r・・----
風量ポタン
●風量を切り替えるときに押します。

押すと、ボタンが下がります。

5
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設置する 使いかた 9ページヘつづく

こ使用目的に合わせて、本製品を正しく設置してください。
※設直する環境 ・条件により効果が異なります。

△警告

●直射日光の当たる場所や発熱器具の近くに置かないでください。
樹脂部分が溶けて発煙•発火・火災の原因となります。

●風をストーブなどの燃焼器具に向けて使用しないでください。
不完全燃焼や炎の飛散により、一酸化中毒・故障・火災の原因となります。

●浴室など高温多湿の場所や水のかかる場所では使用しない、保管しないでください。
絶縁劣化による感電・漏電火災・事故の原因となります。

●電源コードの結束バンドは必す外してください。

●電源は交流lOOVのコンセントを使用し、電源プラグはコンセントの根元までしつかりさし込んでください。

•本製品を不安定なところに設置しないでください。

1電源プラグをコンセントに確実にさし込む
●電源プラグをコンセントにさし込むときは、電源「切」の状態でさし込んでください。

△注意
●本体は、水平で安定した場所に設置してください。

お 不安定な場所で使用すると、転倒してけが・故障の原因となります。

使 ●ガードを布•袋などで覆ったり、風の流れをさえぎるようなものの周囲で使用しないでください。
い 過熱により故障の原因となります。

な
に ●高温(40℃以上）・低温(5℃以下）・多湿になるところに設置しないでください。

畠
に1•本製品を持ち運ぷときは、必す電源を切り、動作が完全に停止してからハンドルを持って持ち運んでください。

忌亨
＼釦～ パミ

電源「切」の状態

←ヽヽ →ヽ1、、←、lペー、r---lf.,.'tl ~•,~,-~-¼ 
'ー→竺←--'II 4竺←一ク

2風量ボタンを押して運転を開始する
富□9。ボタン「弱・中・強」を押してください。押すと、風量ボタンが下がり運転：

｀ 
►
 /↓ 釦ョコ

風量「中」で運転中 風璽「強」で運転中

冷房を使用するとき 循環送風をするとき 2部屋の循環送風をするとき
エアコンを背に設置し、床に溜まる 空気が滞りやすい天井への送風や、 部屋の境界付近に設置し、通常運転
冷たい空気を循環させます。 首振り運転で、部屋の温度・湿度ム で送凰します。

ラを少なくします。

暖房を使用するとき 換気送風をするとき
天井方向に風を送り、上に溜まる暖 部屋の窓や出入り口付近に設置し、
かい空気を循環させます。 換気（空気の排出•取り込み）をし

ます。

7 

洗濯ものを乾燥するとき
洗濯ものの間隔を広く干し、；即濯も
の全体に直接風が当たるよっに設
置します。

3運転を停止するときは、電源切ボタンを押す
●風量ボタンが上がり、運転が停止します。
※動作が完全に停止するまでは、本体を移動したりガードなどに触らないでください。

三翠
風量「強」で運転中

4電源プラグをコンセントから抜く

►
 

拿。一＼苓～
運転停止（電源切）

8
 



使いかた

首振りボタンを押すと、左右の首振り運転を開始します。
●首振り運転中は、首振りボタンが下がります。

●首振り運転を停止するときは、もう一度首振りボタンを押してください。首振りボタンが上が

り、首振り運転が停止します。

三責っ↓
風塁「強」で首振り運転中 首振り運転停止

一●首振り運転を開始するとベースが左石に40度の範囲で回転し、風向きが変わります。
使
い
か
た 首振り範囲 ：約80度

►
 
芯工〕會
＼ → そ雫

風向きを上下に調節するときは、手動で風向きを調節してください。上方に約45度、下方に約10度の
可動範囲で調節できます。

•上下の風向きを調節するときは、電源を切り、動作が完全に停止してから行ってください。

•本製品を持ち運ぷときは必す電源を切り、動作が完全に停止してから電源プラグをコンセントから抜いて
ハンドルを持って持ち運んでください。

声 f
．．．．． ． 

”‘ 

高さは1~5段階で調節できます。調節するときは、スライドパイプを一度一番高い位置まで引き上げ
てから調節してください。

•高さを調節するときは、電源を切り、動作が完全に停止してから行ってください。
•高さを調節するときは、ベースをしつかり押さえ、ハンドルを持って調節してください。
●各部のすき閻や可動部に指や手をはさまないように注意してください。

（伸ばすとき）

●ベースをしつかり押さえ、ハンドルを持って一番高い位置まで引き上げてください。

（縮めるとき（調節するとき））

●高さ調節ポタンを押し、ガードを押し下げてお好みの高さに合わせてください。

●高さ調節ボタンは、「4段目」→「3段目」⇒「2段目」→「1段目」の順に押して高さを調節してください。
●「1段目」の高さ調節ポタンを押すと、一度の操作で一番低い位置まで縮めることができます。

1ハンドルを持つ

三 l

使
い
か
た

水平方向 垂直方向

，
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お手入れと収納のしかた 13ページヘつづく

△警告
●本体に水や油をつけたり、水をかけたり、丸洗いをしないでください。
感電•ショート•発火・故障の原因となります。

●ガードやすき閻にピンや針金などの金属物、異物を入れないでください。
感電・けが・故障・破損の原因となります。

●組み立て•お手入れ・持ち運び・収納の際は、必す運転を停止し、電源プラグをコンセント
から抜いて行ってください。
不意に動作してけがをしたり、感電 • 発火・火災·故障の原因となります。

△注意
●お手入れにはアルコール・シンナー・ベンジン・みがき粉・たわし・化学ぞうきん類は使用

しないでください。
印刷内容が消えたり、製品の変質や劣化による故障・破損・けがや事故の原因となる場合があります。

お手入れはぬるま湯か台所用中性洗剤などを使用してください。： 門
た •運転停止後は、モーター軸が熱くなっています。取り外しやお手入れは、 30分程度待ってモータ一部が冷
だ 1えてから行ってください。

i 
め
ー●お手入れは定期的に行ってください。ガード・本体・モータ一部・羽根にlc.. 
ホコリが多量に付着すると、異常音・振動・モーターの過熱の原因と
なります。
●本体の表面 ・ガード・羽根のお手入れは、水を含ませた柔らかい布をか
たくしぽって拭いてから、乾いた布で拭いてください。汚れが落ちにく
いときは、ぬるま湯または水でうすめた台所用中性洗剤を含ませた柔ら
かい布をかたくしぽって拭いたあと、洗剤を拭きとってください。
※ガード・羽根は取り外してからお手入れを行ってください。
に「前ガード•羽根の取り外しかた／取り付けかた(12ページ）」参照

•モータ一部や稼働部分のすき間に付着したホコリなどは掃除機で吸い
とってください。
●モーター軸のお手入れは、汚れを取り、さび防止のためミシン油を
薄く塗ります。

e ，言『匿野濤

゜
後ガード止め

●電源プラグの刃および刃の取付面にホコリが付着している場合 。
は乾いた布で拭きとってください。

｀ 
前ガード

◎ 
羽根キャップ、1ぃ匹
， 
羽根

電源プラグ

後ガード

•ガードの取り外し•取り付けは、本体を一番低い位置まで縮めた状態で行ってください。 (10ページ参照）

1前ガード下のネジをドライバーで
取り外す

nn ロ
T~ni 
□
 2前ガードの「．へ」を合わせ印に合わ
せて取り外す

[；

l
l
.
t
 
►
 

3羽根キャップを「LOOSEN」方向に回
して取り外す

羽根キャップ

4羽根をモーター軸から引き抜く

モーター軸
長
く
こ
愛
用
い
た
だ
く
た
め
に

こ向方企むるゆr
 

を
す
め
外
止
り
ド
取
＿
て
ガ
し
後
回5
 

羽根

後ガード止め

ゆるむcf'

“ ／三
6後ガードを取り外す
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お手入れと収納のしかた

取り外しかたと反対の手順で取り付けてください。

1後ガードを取り付ける
●本体の突起 (2カ所）を後ガードの穴 (2カ

所）にはめ込んでください。

後ガード

こ向方J
 
C
]
 
るましr
 

を
る
め
す
止
定
ド
固
＿
て
ガ
し
後
回2
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穴

後ガード止め

►
 

突起

3羽根をモーター軸にさし込む
●モーター軸と穴の形状を合わせてさし込ん

でください。

羽根
モーター軸

4羽根キャップをモーター軸に取り付け、
「TIGHTEN」方向に回して固定する

羽根キャップ

►
 

5前ガードの「“へ」を合わせ印に合わせ
て取り付け、「日」の位置まで回して確

実に取り付ける

マ
二．＜

‘— L 

わせ印

•取り外し位置

マ
固定位置 ．．． 
＼＇、、口.ヽ’,

—:—i 
m □! □ ，,、日：←一→ヽ
ヽ
一ヽ＇

6前ガード下のネジをドライバーで取り
付ける

nn ロ
f
山
直
n
 

（
 

□
 

＇ 
＇ tt 
| 

ネジを取り付ける

｀ 
l 

長期間使用しないときは、お手入れを行ったあと本体をポリ袋などに入れ、直射日光の当たらない湿
気の少ないところに保管してください。

長
く
こ
愛
用
い
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だ
く
た
め
に

しまる8
ヘ／三
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故障かな？と思ったら 仕様

-

長
く
こ
愛
用
い
た
だ
く
た
め
に

修理を依頼される前に、次のことをお確かめください。

確認してください

::i1~:rcw I 

一□ 
ー

〔処置の方法 |？島〕

電源プラグはコンセントに確実に 1電源プラグをコンセントに確実に 8 
さし込まれていますか？ さし込んでください。

羽根はしっかりと取り付けられて I羽根をしっかりと取り付けてくだ 13 
いますか？ さい。

本体を水平で安定した場所に設置 1本体を水平で安定した場所に設置 7 
していますか？ してください。

羽根にコミが付着していませんか？ I羽根のお手入れをしてください。 11 

モーターや首振りモーター、風；；； ［ -l が切り替わるときに運転音が間こ 異常ではありません。
える場合があります。

風量が一時的に強まるとき、モー
ターから「ウィーン」、「ウォーン」と、

異常ではありません。
モーター特有の音が聞こえる場合
があります。

首振りモーター特有の訳「カタ [ l カタ」、「コトコト」という音が一時 異常ではありません。
的に強まることがあります。

全数組み立てて運転確認をしている ［異常ではありません -l ため、多少キズがつく場合があります。 ゜

点検後、異常がある場合は、こ自分で修理しないでお買上げの販売店または株式会社ヤマダホールディングス

「お客様相談室」にこ相談ください。詳しくは、 18ページの「修理サーピスについて」をこ参照ください。

品 名 伸縮式ACサーキュレーター

品 番 RFA 18CM 

定格電圧 1 00 V 50/60 Hz 質 量 約 3.35kg 

消費電力 35/40 W 首振り角度 左40゚、右40゚、合計 80°

風量調節 3段階（弱・中 ・強） コードの長さ 約 1.6m 

外形寸法 幅 270X 奥行き 285X 高さ 800mm

●運転停止時の本体消費電力は約l.OWです。

●仕様は改良のため予告なく変更することがあります。

•この製品は、海外ではこ使用になれません。 FOR USE IN JAPAN ONLY 

点検 長年コ使用の伸縮式ACサーキュレーターの点検を！

●本体が変形したり、異常に熱い。 使用を中止して

●電源コードや電源プラグが変形・変色・損傷している。 ください。

●電源コードの一部や電源プラグがいつもより熱い。

鵬
故障や事故防止の

こんな症状は
●電源プラグや電源コードを動かすと通電したり、 ため、電源プラグをありませんか
しなかったりする。 抜いて、必すお買上

●異常なにおいや音、振動がする。 げの販売店に点検を

•ビリビリと電気を感じる。 こ相談ください。

こんなことは
電源プラグにホコリやコミがた溜まっている。

＇ 
ホコリやゴミを取り

ありませんか 除いてください。

長
く
こ
愛
用
い
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だ
く
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に
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長期使用襲品安全表示制麿に基づく本体表示について 修理サービスについて

本体への表示内容

経年劣化により危害の発生が高まるおそれがあることを注意喚起するために、電気用品安全法で義

務付けられた以下の内容の表示を本体に行っています。

△| 
【製造年】本体に西暦4桁で表示してあります

' 【設計上の標準使用期閻】 4年
・ 設計上の標準使用期間を超えて使用されますと、経年劣化による発火・けがなど
の事故に至るおそれがあります。

障を
支障
上故
全な
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ら発
偶ヵ
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年

ま
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ま製
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る
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＜保ょ
づ償こ
‘,'‘ 
ー塞。無
ー

2 
にすの
件で載，
， c 条間已用期一―Lps

J （ 

格
碑麟51
的準証°規
準標尻ん業
工
本
切標るはせ
玉J間恒日
で期あ
とど

が用も件
間な

と使で条
期度
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的
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準
の時使上す

標
上転く計証
計運な設保
g※※● 
長くこ愛用いただくために

電圧 AC 100 V 

周波数 50/60 Hz 
頭境条件 温度 30℃ 

湿度 65 % 
設置条件 本書に基づく組み立ておよび設置

負荷条件 本製品の最大定格で運転

1日あたりの使用時間 Sh/日
1日使用回数 5回／日

想定時閻 1年間の使用日数 110日／年
ポタン操作回数 550回／年

首振運転の割合 100% 
注記環境条件の湿度65％は、 JISZ 8703の試験状態を参考としている。

●「経年劣化」とは長期間にわたる使用や放置に伴い生する劣化をいいます。

(1)保証書

●この製品には、保証書がついています。

保証書は、お買上げの販売店で 『販売店名•お買上げ日」 等の記入をこ確認のうえ、内容をよく

お読みのあと、大切に保管してください。なお、製品の修理以外の保証はいたしかねます。

保証期間は、お買上げ日より本体 1年間です。

(2)修理を依頼されるとき

●保証期間中は

内部機構をさわらすに（保証期間外の場合でも内部はさわらないでください）お買上げの販売

店に修理をこ依頼ください。

保証書の記載内容により修理いたします。保証書のこ提示なき場合、有料修理となることがあります。

●保証期間が過ぎているときは

お買上げの販売店または株式会社ヤマダホールディングス「お客様相談室」にこ相談ください。

修理により使用できる場合は、お客様のこ要望により有料修理いたします。

(3)補修用性能部品の保有期閻

本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）の保有期間は、製造打切後

8年です。

(4)こ使用中ふだんと変わった状態になりましたら、ただちにこ使用を中止し、お買上げの販売店に点検 ・

修理をこ依頼ください。

●お客様こ自身での分解 ・修理は危険です。修理には特殊な技術が必要です。

(5)修理サーピスについてこ不明な場合

修理サービスや製品についてのこ相談は、お買上げの販売店または株式会社ヤマダホールディングス

「お客様相談室」にお問い合わせください。

●こ転居やこ贈答品などでお困りの場合は、株式会社ヤマダホールディングス「お客様相談室」に

お問い合わせください。

株式会社ヤマダホールディングス

長
く
こ
愛
用
い
た
だ
く
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に

お客様相談室や保証書におけるお客様の個人情報のお取扱いについて

•お客様相談室でお受けした個人情報、保証書にこ記入いただいた個人情報は、商品、サーピスに関わるこ相
談 • お問い合わせおよび修理の対応のみを目的として用います。なお、この目的のために株式会社ヤマダホー
ルディングスおよび関係会社で上記個人情報を利用することがあります。

•上記目的の範囲内で対応業務を委託する場合、委託先に対しては株式会社ヤマダホールディングスと同等の個
人情報保護を行わせると共に、適切な管理・監督をいたします。
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